
参考資料 

○ 工事担任者制度について 

工事担任者については、電気通信事業法第 71 条第 1 項において「利用者は、端末設

備又は自営電気通信設備を接続するときは、工事担任者資格者証の交付を受けている者

(以下「工事担任者」という。)に、当該工事担任者資格者証の種類に応じ、これに係る

工事を行わせ、又は実地に監督させなければならない。」とされており、法律によりそ

の役割が規定されています。 

さらに、資格者証の種類、工事の範囲をはじめ、工事担任者に関連する事項の詳細に

ついては、上記法律に基づく省令(工事担任者規則)においてその規程がなされています。 

 

（ 資格者証の種類及び工事の範囲） 

資格者証の種類 工事の範囲 

ＡＩ第一種 

アナログ伝送路設備（アナログ信号を入出力とする電気通信回線設備

をいう。以下同じ。）に端末設備等を接続するための工事及び総合デジ

タル通信用設備に端末設備等を接続するための工事 

 

ＡＩ第二種 

アナログ伝送路設備に端末設備等を接続するための工事（端末設備等

に収容される電気通信回線の数が五十以下であって内線の数が二百

以下のものに限る。）及び総合デジタル通信用設備に端末設備等を接

続するための工事（総合デジタル通信回線の数が毎秒六十四キロビッ

ト換算で五十以下のものに限る。） 

ＡＩ第三種 

アナログ伝送路設備に端末設備を接続するための工事（端末設備に収

容される電気通信回線の数が一のものに限る。）及び総合デジタル通

信用設備に端末設備を接続するための工事（総合デジタル通信回線の

数が基本インタフェースで一のものに限る。） 

ＤＤ第一種 

デジタル伝送路設備（デジタル信号を入出力とする電気通信回線設備

をいう。以下同じ。）に端末設備等を接続するための工事。ただし、総合

デジタル通信用設備に端末設備等を接続するための工事を除く。 

ＤＤ第二種 

デジタル伝送路設備に端末設備等を接続するための工事（接続点にお

けるデジタル信号の入出力速度が毎秒百メガビット以下のものに限

る。）。ただし、総合デジタル通信用設備に端末設備等を接続するため

の工事を除く。 

ＤＤ第三種 

デジタル伝送路設備に端末設備等を接続するための工事（接続点にお

けるデジタル信号の入出力速度が毎秒百メガビット以下のものであつ

て、主としてインターネット接続のための回線に限る。）。ただし、総合デ

ジタル通信用設備に端末設備等を接続するための工事を除く。 

ＡＩ･ＤＤ総合種 

アナログ伝送路設備又はデジタル伝送路設備に端末設備等を接続す

るための工事 

 

 




